
第
二
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
も
た

ら
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
イ
ン
ド
学
研
究
所
の
機
関
誌
〃
ｗ
Ｚ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
〃

（
量
ミ
ミ
Ｎ
畏
吻
。
ミ
鷺
曽
雫
登
、
民
ミ
ミ
。
曽
苧
震
員
Ｐ
昔
急
§
の
）

の
育
て
の
親
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ン
ド
哲
学
・
佛
教
学
研

究
の
第
一
人
者
と
し
て
著
名
な
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士

（
即
旦
．
ロ
門
．
国
風
目
甸
国
巨
急
畠
旨
①
剤
．
］
路
聖
届
ｌ
ご
画
、
）
は
、
去
る
昭

和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
七
月
五
日
、
ウ
ィ
ー
ン
で
七
十
五
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
博
士
は
、
同
時
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
士
院
会
員
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
学
士
院
遠
隔
地
会
員
、

ド
イ
ツ
東
洋
学
会
名
誉
会
員
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
イ
ン
ド
学
の
最
高
峯

に
あ
っ
た
。

先
年
（
一
九
六
八
’
六
九
）
博
士
七
十
歳
の
古
稀
を
祝
し
、
世
界
各
国

の
学
人
の
寄
稿
に
よ
る
記
念
論
文
集
『
イ
ン
ド
精
神
史
』
が
博
士
に
贈
呈

さ
れ
た
。
三
十
数
篇
の
論
文
で
飾
ら
れ
た
こ
の
論
文
は
、
〃
ｗ
Ｚ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
〃

第
十
二
’
十
三
巻
（
一
九
六
八
’
六
九
）
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
古
稀
を

迎
え
ら
れ
た
後
も
、
博
士
の
卓
越
し
た
業
績
は
次
々
と
〃
ｗ
Ｚ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
〃

口
海
外
学
界
ニ
ュ
ー
ス
ロ
Ｅ
・
フ
ラ
ゥ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
逝
去
を
悼
む

雲
井
昭
善

誌
を
飾
り
、
そ
の
健
筆
ぶ
り
は
驚
歎
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
の
博
士
に
と
っ
て
最
大
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
〃
ア
ビ
ダ
ル
マ
研

究
″
は
、
そ
の
第
五
へ
説
一
切
有
部
〉
の
論
文
（
『
同
誌
」
第
十
七
巻
）

を
最
後
に
し
て
、
こ
の
巨
星
は
永
遠
に
わ
れ
わ
れ
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
世
界
の
イ
ン
ド
学
・
佛
教
学
界
に
と

っ
て
大
き
な
損
失
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

＊

船
＊

一
九
六
一
年
の
秋
、
ウ
ィ
ー
ン
の
森
近
く
の
博
士
の
自
宅
で
初
め
て
そ

の
温
容
に
接
し
て
以
来
、
私
に
と
っ
て
二
カ
年
（
一
九
六
一
’
六
三
）
に

亘
る
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
の
生
活
は
、
つ
き
な
い
想
い
出
で
一
ぱ
い
で
あ
る
。

そ
の
間
、
温
情
あ
ふ
れ
る
博
士
か
ら
受
け
た
学
恩
は
筆
紙
に
つ
く
し
が
た

い
。
学
問
に
厳
し
く
人
間
的
に
優
し
か
っ
た
よ
き
師
。
そ
の
師
に
再
会
し

た
一
九
六
七
年
の
秋
に
は
、
そ
の
先
年
に
夫
人
に
死
別
さ
れ
、
か
っ
て
わ

れ
わ
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
室
で
あ
っ
た
部
屋
を
お
孫
さ
ん
た
ち
に
解
放
し
、
み

ず
か
ら
は
隣
室
の
書
斎
で
〃
ｗ
Ｚ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
〃
誌
の
論
文
を
執
筆
し
て
い
ら

れ
た
が
、
あ
の
老
博
士
の
姿
が
今
も
眼
前
に
去
来
す
る
。

戦
後
の
一
九
五
五
年
、
博
士
の
尽
力
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
大
学
イ
ン
ド

学
研
究
所
が
再
設
さ
れ
、
一
九
五
七
年
に
は
、
か
つ
て
Ｇ
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー

博
士
に
よ
っ
て
創
刊
（
一
八
八
七
年
）
さ
れ
た
〃
ｗ
Ｚ
Ｋ
Ｍ
〃
誌
を
〃
ｗ

Ｚ
Ｋ
Ｓ
Ｏ
〃
誌
へ
と
発
展
さ
せ
、
そ
の
第
一
巻
を
世
に
問
う
（
一
九
五
七

年
）
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
イ
ン
ド
学
の
盛
名
を
文

字
通
り
一
人
で
背
負
っ
て
こ
ら
れ
た
博
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
『
世
親

年
代
論
」
（
一
九
五
一
）
「
イ
ン
ド
哲
学
史
一
、
二
」
（
一
九
五
三
、
五

六
）
「
佛
教
哲
学
』
（
一
九
五
六
）
『
初
期
ヴ
ィ
ナ
ヤ
と
佛
教
文
学
」
（
一
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九
五
六
）
な
ど
の
名
著
を
出
版
し
、
認
識
論
か
ら
佛
教
論
理
学
、
イ
ン
ド

論
理
学
へ
と
た
え
ず
問
題
意
識
を
か
り
た
て
て
、
そ
の
業
績
は
広
範
囲
に

及
ん
で
い
る
。
近
年
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
研
究
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
ら
れ
た

博
士
は
、
か
ね
て
よ
り
洩
ら
し
て
い
ら
れ
た
「
イ
ン
ド
哲
学
史
』
全
五
巻

の
完
成
を
み
ず
し
て
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

＊

＊

＊

ウ
ィ
ー
ン
大
学
イ
ン
ド
学
の
後
継
者
Ｇ
・
オ
ー
、
ハ
ー
ハ
ン
ー
、
－
教
授
を

は
じ
め
、
佛
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
の
Ｅ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ヶ
ル
ナ
ー
教

授
、
そ
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
Ｌ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授
、
ウ

ト
レ
ヒ
ト
の
Ｔ
・
フ
ェ
ッ
タ
ー
博
士
等
為
、
多
く
の
弟
子
た
ち
の
育
て
の

親
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
は
、
わ
が
国
の
イ
ン
ド
学
・
佛
教
関
係
の
方
禽

と
も
交
友
関
係
が
広
い
。

「
い
ま
は
少
し
健
康
を
害
し
て
い
る
。
多
く
の
仕
事
が
片
づ
け
ら
れ

ぬ
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
学
友
た
ち
も
し
ば
ら
く
大
目
に

み
て
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
う
ち
健
康
を
回
復
す
れ
ば
、
又
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
届
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
…
」

こ
ん
な
手
紙
を
博
士
か
ら
頂
い
た
の
は
、
昨
年
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
私
へ
の
最
後
の
手
紙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
七
四
年
七
月
十
一
日
（
木
）
午
後
二
時
、
博
士
が
住
ん
で
い
ら
れ

た
ウ
ィ
ー
ン
の
森
近
く
の
シ
ー
フ
ァ
リ
ン
グ
の
墓
地
で
埋
葬
の
儀
式
が
行

わ
れ
た
旨
、
遺
族
の
方
か
ら
通
知
を
受
け
た
。
突
然
の
悲
報
を
う
け
て
、

す
ぎ
し
日
の
回
想
に
包
ま
れ
つ
つ
深
い
悲
し
み
を
覚
え
る
私
で
あ
る
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
愛
さ
れ
た
博
士
。
一
人
で
散
歩
を
た
の
し
ま
れ
た
博
士
。

少
し
も
飾
り
気
の
な
い
博
士
。
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
中
、
公
私
に
亘
っ
て
助
言

］
＠
画
］
．
揖
）
、
勿
玲
｝
．
｝
・
鳶
（
）
碧
一
導
弓
．
。
》
、
黛
幸
ご
管
唾
誤
一
号
産
め
へ
室
邑
．
↑
ご
旨
ご
』
。
ご
房
鈎
雪
個
・
葛
一
郭
○
邑
雫
茸
、
里
・
『
〕

く
仁
に

室
韓
慧
畔
費
急
画
員
ら
．
］
〕
芦
⑳
、
①
Ｈ
命
少
蔵
（
）
二
・
鯵
ヨ
ュ
①
国
（
ロ
ロ
函
①
（
再
二
○
』
肉
三
・

Ｆ
Ｅ

、

后
囲
ｇ
嵐
亀
勿
謹
３
《
電
卓
鴇
ご
閏
↑
量
ミ
募
昌
§
ミ
、
ミ
ニ
．
ｂ
詩
畠
ｇ
冴
副
ミ
さ
芋、

房
罫
。
言
ご
恩
ミ
、
』
シ
○
の
ご
○
］
・
含
》
の
臼
ｌ
雪
．

〔
写
惠
電
分
量
Ｇ
尋
謹
ご
函
⑮
碧
輔
譲
一
ご
曽
惠
○
野
吻
畠
昼
琴
事
寓
ご
曽
曇
＠
門
）
詩
の
割
》
惑
謁
暑
堂
房
戟
の
○
琴
い
ご

を
惜
ま
な
か
っ
た
博
士
。

い
ま
は
博
士
の
学
恩
を
謝
し
つ
つ
、
薮
に
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
博
士
の
多
く
の
知
己
、
知
友
の
方
堂

に
、
こ
の
一
文
を
草
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
（
こ
の
稿

「
中
外
日
報
』
昭
和
四
十
九
年
九
月
四
日
誌
上
に
掲
載
）

終
り
に
、
博
士
の
著
作
・
論
文
集
を
年
代
順
に
記
載
し
て
筆
を
燗
く
。

な
お
、
ウ
ィ
ー
ン
イ
ン
ド
学
の
歴
史
に
関
し
て
ば
、
一
九
六
一
年
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
学
士
院
委
員
会
刊
行
の
中
の
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
一
文

（
著
作
目
録
、
一
九
六
一
年
の
①
“
・
冒
・
頁
の
巨
且
匪
口
狩
号
①
ロ
号
尉
弓
苧

①
ｐ
①
尉
冒
目
旨
唱
。
を
参
照
。
な
お
関
連
し
て
、
梶
山
雄
一
「
ウ
ィ
ー
ン
大

学
イ
ン
ド
学
研
究
所
」
（
『
イ
ン
ド
学
試
論
集
」
ｚ
ｏ
の
Ｌ
Ｉ
卸
后
露
京
都

大
学
印
度
・
佛
教
学
会
）
及
び
雲
井
昭
善
「
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
に
お
け
る
イ
ン

ド
学
・
佛
教
学
の
現
状
ｌ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
」
（
「
印
度
学
佛
教
学

研
究
」
第
十
二
巻
第
二
号
）
「
ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ン
ド
学
」
（
「
大
谷
学
報
第

四
十
三
巻
第
三
号
）
を
併
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
）
に
く
わ
し
い
報
告

が
あ
る
。

エ

－
リ
ッ
ヒ
・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士

（
一
八
九
八
・
一
二
’
一
九
七
四
・
七
）

著
作
目
録
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弓
騨
詩
．
芦
自
民
旨
国
旦
忠
》
い
ど
の
’
９
・

邑
思
ｇ
皇
ミ
的
謹
忌
言
君
電
ご
酎
慧
言
旨
募
“
負
冨
琴
国
費
ミ
負
．
己
農
蜀
い
き
ミ
曽
房

①

酎
藍
営
野
ミ
尋
冒
冒
屡
タ
園
〆
昌
国
旦
困
》
切
臼
－
諸

〔
ぎ
ぎ
蕩
農
。
》
ミ
侭
、
ご
踊
言
＆
⑮
惠
琶
詩
馬
高
〔
ざ
曇
量
の
胃
苛
琶
．
闇
自
切
具
鰐

ト

、
．
」
ｌ
一
切

后
画
司
蜘
屋
夷
同
奇
言
、
ご
ざ
ミ
患
苫
、
鴎
吻
到
ご
碁
琴
ご
畠
昇
こ
い
嵐
冨
嗣
旦
・
唖
躁
い
，

１

』
ｌ
即

ご
暗
酎
亀
ミ
碁
鳶
琶
駕
ご
鞠
譲
号
富
悶
賢
侭
ミ
、
員
畠
ご
碕
患
長
島
．
夛
園
風
冒

切
旦
囲
》
の
．
］
誤
ｌ
届
Ｐ

届
ｇ
ｂ
錆
〈
ご
急
唱
厨
建
言
ミ
冒
碧
亀
ご
曇
罰
訂
割
曽
曹
鼻
ご
言
↓
、
罵
詩
尊
覺
、
窪
鳶
亀

卜

同
賢
愚
ミ
ミ
鳶
長
§
．
弓
侭
〆
冨
園
具
笥
．
“
胃
忌
ｌ
ご
吟

国
⑮
歎
息
鷺
酎
宮
弩
建
守
§
皇
駒
ミ
、
、
門
ｂ
吾
邑
受
蚤
尋
尋
獣
．
夛
寓
属
旨
国
具

ト

雪
々
印
画
９
１
鵲
騨

ご
隠
葡
副
署
鼠
蚤
．
夛
園
属
旨
切
昌
路
、
印
隠
①
ｌ
腸
陰

切
、
慧
忌
驚
鞠
譲
費
煙
も
忌
昌
暮
息
．
開
口
琴
急
ミ
ミ
塁
罰
受
獣
．
ご
罵
爵
恥
爵
《
§
堀
．

ト

雪
間
屑
旨
罰
Ｑ
窓
．
印
画
ミ
ー
路
印

后
溺
切
恥
詠
乱
照
函
誤
費
壁
、
皇
ミ
思
爵
．
齢
ｂ
琴
画
費
蒼
忌
罰
、
獣
．
。
胃
、
馬
蹄
謹
曾
侭
．

（
３
ミ
ミ
爵
譲
侭
）
・
芦
筒
嵐
冒
切
具
色
』
の
臼
ｌ
程
．

国
軍
瓢
飼
篭
、
黄
亀
叱
ミ
い
員
、
菖
胃
ミ
割
萱
乳
房
忌
恥
竜
門
ｏ
叱
尋
亀
苧
ミ
員
葛
ご
国
‐

ご
割
電
葛
曹
ミ
．
詞
自
民
冒
国
９
色
．
い
い
田
ｌ
ｇ
吟

己
錆
や
昌
蝿
邑
尊
ご
輿
』
ご
烏
更
鴎
．
甸
朋
苗
の
彦
凰
洋
開
胃
冒
○
国
園
貴
『
旨
曾
Ｈ
‐

昌
甘
》
旧
の
５
国
侭
》
の
団
雪
ｌ
匿
い

ご
瞳
ｂ
琴
＆
ミ
ミ
国
罰
員
房
②
ミ
ご
守
邑
ご
＆
琴
侭
昌
葛
雰
割
目
、
曽
誤
ご
ａ
ｑ
胃
闘
い
爵
試
ご
や

ゞ
乏
園
民
冒
国
且
造
・
印
思
］
ｌ
ｇ
Ｐ

后
韻
配
、
數
忌
篭
鞠
謹
言
患
、
§
ミ
里
罵
．
嗣
口
琴
邑
ミ
ミ
§
ご
獄
陣
虜
包
ミ
量
価
毬
‐

菅
厨
ご
鍔
．
夛
因
〆
冨
嗣
具
烏
．
印
麗
ｌ
ぢ
ぃ

ｂ
琴
圏
ミ
ミ
ミ
言
賢
昌
周
鼠
苫
皇
軍
畠
尋
函
冒
員
寓
言
昏
閂
、
ミ
ミ
ミ
ロ
胃
爵
、
‐

藤
ミ
猛
．
言
昌
ハ
冒
弱
昌
烏
』
印
画
弓
ｌ
閉
酌

ご
霊
坊
§
畠
鷺
麺
試
真
骨
思
量
。
萱
、
鳥
吻
夢
目
ミ
．
閏
．
〃
盲
堂
軍
ミ
争
專
員
鷺
言
い

ぬ
ぎ
ミ
ミ
，
三
国
閑
冨
国
具
鹿
）
印
画
露
ｌ
冒
酌

ご
笥
蝿
忌
暑
嵩
、
費
侭
言
、
蔓
、
ご
守
慧
包
割
萱
鼠
房
忌
ミ
建
昌
Ｃ
畠
菖
曽
国
忌
蚤
‐

望
ミ
ミ
の
警
蔚
薊
ミ
ミ
ミ
§
急
罰
笥
對
目
尻
宮
切
目
侯
、
．
爵
ｌ
星

切
亀
ご
舞
い
函
ざ
食
』
、
§
昌
忌
馬
↑
冒
．
ロ
ミ
ミ
ミ
ミ
冒
昌
．
君
瞬
炭
冨
国
昌

に
』
妙
函
篭
ｌ
麗
式

沌
駕
、
富
②
ｓ
ご
己
○
言
皿
炉
○
○
日
且
鼻
①
。
鼻
己
○
ぬ
ロ
①
＆
オ
ロ
①
自
旨
①
３
口

切
口
目
冨
降
ｏ
倭
。
○
口
目
冨
亨
狩
旨
尉
塑
且
固
め
冨
口
‐
凋
冒
獄
）
。
ｌ
隆

〆

○
秒
庁
巴
○
ぬ
ロ
①
‐
冑
〕
Ｑ
①
ｘ
ｏ
閉
庁
彦
①
笥
旨
騨
騨
ご
切
口
・
旦
冨
鼻
○
四
口
○
目
い

（
切
丙
里
〕
壱
、
望
ｐ
Ｈ
四
口
Ｑ
嗣
昇
四
口
古
函
冨
自
Ｈ
）
・
同
（
］
・
ず
『
詞
Ｈ
ｇ
．
国
凹
戸
口
言

ご
計
》
弓
ｇ
儲
．
冒
匡
ロ
①
菌
・
座
⑳
口
圃
巳
凰
．
℃
８
時
閏
①
ｂ
め
ど
α
属
凹
ロ
四
戸
自
国
．

Ｆ
①
９
．
日
○
〆
四
口
目
四
。
四
．
勺
ロ
匡
尉
］
５
・
ず
ぐ
目
・
ロ
○
戸
ロ
同
国
ロ
①
風
こ

ぐ

卜

己
昌
ご
日
望
ご
』
鷲
ご
ロ
農
］
口
も
四
口
ご
篭
．
三
Ｎ
属
冨
国
９
億
〕
“

曾
画
ｌ
曽
鰐

Ｇ
、

昌
廻
い
、
句
琴
到
ご
国
苫
争
黛
ご
亀
早
母
ミ
』
尋
》
亀
』
畠
宮
墓
包
ミ
ミ
言
冨
賢
争
．
門
．
切
吾
割
己
ｓ
苫
Ｐ

夛
園
民
冨
国
巳
勗
》
切
画
届
ｌ
誤
騨

罰
罵
図
罵
８
苫
ご
Ｏ
ご
聖
両
・
国
．
］
○
彦
口
碑
○
国
〕
同
色
陸
く
い
習
恒
丙
ば
く
色
．
楊
昌

、

１

国
、
の
四
琶
○
冒
国
厨
３
国
ｏ
己
ロ
①
‐
ぐ
巴
○
℃
目
①
』
再
Ｐ
８
Ｏ
Ｈ
昌
口
的
汁
○
昏
①

目
①
×
厨
．
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ
咋
目
ケ
①
閃
○
昌
巴
少
の
旨
は
ｏ
ｍ
ｏ
ｇ
ｇ
『
旨
④
い
刃
（
１

℃
凰
園
①
勺
口
匡
旨
四
首
○
口
旬
ｐ
ｐ
ｑ
ぐ
巳
．
閾
）
・
○
旧
い
造
・
詩
・
〉
、
ロ
圏
Ｃ

、

○
刀
河

ｌ
心
ｃ
ｃ
。

］
畠
④
ロ
ミ
ヘ
ミ
房
。
雷
煙
寓
詩
亀
Ｓ
卓
凰
亀
冒
昌
鷺
ぎ
ご
も
言
ご
ｇ
も
ミ
伊
豆
Ｒ
園
昌

卜

国
昌
吟
・
い
い
つ
『
豆
、
函
や
』

后
筐
ｂ
詩
蜀
員
㈹
§
慧
覺
骨
貫
曽
暑
：
言
謹
も
喜
○
の
§
萱
嘩
．
己
①
Ｈ
ｏ
昌
①
具

旨
号
胃
吻
呂
①
Ｈ
蜀
○
厨
。
冒
品
ゞ
Ｆ
①
君
国
侭
』
の
但
認
ｌ
届
Ｐ

忌
日
○
菖
尋
、
ロ
ミ
偽
。
、
尋
輔
切
黛
亀
§
営
旨
冒
詩
、
具
尋
恥
偏
員
｝
尋
‐

②
慧
冨
ご
包
寄
零
．
の
①
風
①
○
具
①
口
国
后
詞
○
日
ゆ
く
巳
．
少
閃
○
日
？

●
●
３
０
０
日
１

浬
ミ
ミ
国
己
壁
副
さ
菖
薑
や
§
ａ
建
言
ミ
蕊
己
ご
蕎
亀
さ
＆
ミ
．
国
凰
曾
“
函
①
目
］
Ｈ
旨
‐

、

ａ
め
○
盲
①
口
弔
ご
さ
さ
四
①
ロ
ロ
ロ
陽
弄
①
鼻
巨
昌
里
門
口
ロ
色
①
）
罰
く
伊
岸
ロ
①
儲

⑳
ｏ
彦
ロ
ゥ
ュ
〕
侭
画
ロ
ョ
ョ
Ｐ
の
○
ず
巨
円
蕨
冨
的
Ｑ
騨
晶
ゆ
ず
Ｈ
鍔
昌
再
》
（
シ
岸
‐
ｐ
ｐ
Ｑ

ｚ
の
ロ
‐
冒
島
め
。
胃
聾
口
昌
の
舅
』
ご
国
四
目
冒
晶
』
い
］
亀
ｌ
］
＄
．

乞
留
国
尽
冨
昌
量
吻
罫
碁
豐
悶
・
冨
亀
雷
．
侭
ご
旨
①
国
巳
ぢ
い
印
隠
っ
１

画
つ
胃
・

ロ
愚
息
三
。
ご
湧
房
３
＄
や
。
暑
き
昌
訂
蔑
慧
琶
包
畠
、
ミ
の
ざ
ふ
ミ
ヘ
ミ
迂
愚
房
‐
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、
篇
冒
冴
亀
○
ご
謹
亀
３
吊
患
ミ
ミ
ミ
ミ
亀
争
．
シ
ｇ
①
ｍ
Ｑ
ｐ
Ｈ
ぐ
①
○
○
口
四
⑦
印
″

胃
昌
閏
邑
回
陣
○
国
巴
Ｑ
①
、
⑫
ｇ
①
口
８
ｍ
毎
日
匿
剖
○
℃
巳
○
四
四
口
の
の
騨
閃
庁
亨

国
○
さ
唱
名
①
、
〕
言
①
昌
冒
①
．
目
○
日
①
い
の
虐
隠
ｌ
邑
式

后
認
⑦
関
３
号
言
い
号
、
曽
登
胃
言
苫
も
量
き
め
§
ざ
、
．
］
・
嗣
凹
昌
具
の
己
い
ず
ロ
侭
．

ご
鯉
己
詩
閉
、
導
豊
ご
孟
恥
黛
二
亀
岡
ミ
ミ
暮
鳶
員
号
黄
ミ
ミ
訂
ご
尋
国
費
ミ
昌
更
量
的
．

シ
巴
鼻
旨
騨
》
国
①
、
菌
⑦
匿
凰
洋
弓
国
①
色
風
⑦
宮
夛
ざ
臣
①
Ｈ
》
Ｆ
①
乞
掴
侭
》
の
．

］
侭
ｌ
］
忠
．

忌
引
淘
両
恩
恵
鷺
Ｃ
《
ご
§
《
ご
加
ロ
四
昌
里
国
①
ｐ
Ｈ
く
国
○
百
胃
①
切
目
己
頤
少
邑
の
〕
冒
胃
①
‐

喝

風
巴
の
甘
剴
庁
彦
①
陣
ロ
ロ
ぐ
且
ｚ
い
く
く
Ｐ
曰
く
ゆ
く
四
Ｆ
ｏ
四
○
．
へ
国
胃
ぐ
目
Ｓ

Ｉ

ｔ
ｔ
Ｌ

〆

○
風
①
貝
巴
の
①
凰
①
叩
》
ぐ
巳
．
吟
ｅ
○
四
日
胃
丘
鴨
、
旨
閉
め
．
”
国
閏
ぐ
ゅ
巳

己
昌
ぐ
閂
里
尊
弓
Ｈ
①
閉
》
后
臼
．
刃
国
民
冒
団
昌
留
（
岳
閾
）
』
、
患
○

Ｉ
農
Ｐ
３
畠
昌
ミ
ミ
、
雲
員
の
雨
曽
口
鼠
§
画
笥
ミ
言
斡
の
ご
急
這
．

め
誌
ロ
島
四
目
口
昌
）
５
四
○
四
〕
同
①
ｍ
菌
ｏ
面
風
洋
昏
Ｈ
舅
皀
』
旨
四
国
嵐
胃
苛
』
》

（
国
。
］
旨
胃
○
風
の
昇
巴
騎
爵
目
の
津
ロ
日
①
日
．
ｅ
国
。
昌
冒
』
、
爵
ｌ
閉
．

ｂ
詩
邑
ミ
ミ
§
。
ご
廻
由
鳥
の
甲
冨
ａ
ａ
萱
助
言
量
的
．
シ
昇
固
Ｈ
ｏ
ご
○
旨
唱
①

”
巴
侭
尉
巨
め
①
》
の
ロ
℃
且
①
目
①
具
ｍ
８
ｚ
巨
日
①
己
》
ぐ
巳
．
い
げ
①
旨
①
ロ
』

の
．
届
ｃ
ｌ
］
笛
．

ご
認
⑦
閏
＆
言
言
、
鳥
食
営
昌
：
意
苫
も
萱
き
め
§
言
、
．
騨
国
自
己
』
の
巴
脚
ヴ
ロ
品
．

円
富
岡
邑
亀
詩
怠
『
冒
痩
金
Ｓ
ｓ
ご
園
尋
、
、
侭
冒
量
罵
蹟
。
、
酎
包
皇
包
迂
愚

く

い
茸
ミ
ミ
謹
鳥
．
、
閂
尉
○
風
①
ロ
甘
汀
園
○
日
ゆ
く
巳
．
〆
園
○
日
四
．

ｂ
詩
、
萱
ご
目
も
雪
、
冨
鴎
切
望
包
包
萱
亀
営
虜
．
弓
冨
旨
８
℃
彦
尉
巳
扁
澤
口
‐

ト

ト

日
①
口
蔚
×
前
．
‐
月
①
〆
蔚
Ｑ
①
Ｈ
甘
口
Ｑ
耐
○
ロ
①
ロ
勺
冒
５
ｍ
ｏ
己
冨
⑦
、
切
昌
騨

国
①
邑
冒
．

乞
割
胃
苛
置
急
ミ
青
ミ
＆
ミ
亀
９
ｍ
、
Ｒ
馬
困
Ｏ
ご
墓
、
、
ミ
召
ご
急
患
包
忌
ｍ

ｂ
Ｒ
ミ
ミ
旦
暮
、
切
員
§
ｓ
・
同
Ｐ
黒
四
目
弓
⑦
黒
く
２
．
式
の
＆
ｇ

Ｏ
Ｊ
Ｄ

ｌ
ｃ
岸
心
。

鞠
黛
亀
由
富
胃
ミ
ミ
ミ
急
房
＆
恥
冨
肖
吋
豈
苛
惠
署
や
亀
ミ
Ｎ
、
廷
肉
》
ミ
‐
い
き
書
‐

瞬
号
‐
国
吻
忌
冨
』
②
．
二
国
民
、
ｏ
圃
具
』
印
湯
ｌ
ぢ
い

司
勇
§
雲
ご
§
ミ
の
ご
到
冒
ミ
§
尋
．
葛
間
厨
の
○
国
且
澤
切
］
言
ｌ
Ｅ
Ｐ

Ｈ
詩
閃
昌
詫
さ
さ
め
。
、
』
亀
菖
冒
己
劃
司
餉
ｂ
ｅ
割
包
鼠
到
§
ご
邑
登
畠
、
尋
蚤
量
．

言
い
〆
の
○
国
Ｑ
］
》
ｍ
胃
ミ
ー
扇
］
．

ご
畠
困
ミ
珂
賢
ざ
ミ
一
言
童
、
雪
駒
号
吻
電
急
場
詠
忌
§
野
ミ
専
曽
‐
響
い
ざ
舅
．

言
い
嵐
印
○
国
ｐ
い
い
震
ｌ
畠
Ｐ

ｇ
ｇ
ｂ
鎧
雫
罰
叱
＆
』
鷺
ミ
ミ
ミ
尋
ミ
ミ
罵
雪
唖
同
ミ
ミ
３
言
患
い
急
圃
民
、
○

国
ｇ
い
い
闇
ｌ
晟
吟

冒
昌
の
３
雨
、
ざ
き
の
こ
ミ
恥
．
目
の
弔
巨
さ
の
名
冨
。
目
〆
〆
・
旨
冑
‐

冒
且
①
耳
〉
陣
ロ
ヰ
鴨
拝
』
い
ち
Ｉ
Ｓ
．

ご
ｇ
ｂ
怠
い
固
員
息
長
§
号
黄
ぜ
竜
§
ご
ざ
。
ミ
ミ
ミ
、
営
忌
の
、
意
菖

、
置
き
吻
侵
〉
量
目
詩
患
い
湧
詩
量
、
．
門
口
Ｑ
巳
○
餌
①
画
Ｉ
目
四
ｍ
ロ
ロ
函
岳
＄
．
ぐ
閂
‐

ぽ
ゅ
口
昌
ロ
ロ
函
①
ロ
ロ
日
門
口
Ｑ
巳
○
四
の
○
ぽ
①
ロ
毎
吋
ワ
の
詳
印
国
、
ｐ
ｐ
ｍ
旨
固
め
‐

の
①
口
‐
印
①
号
ロ
喝
》
ぐ
筐
四
国
荷
①
］
．
届
ｌ
勗
．
冒
屋
」
岳
＄
．
⑦
鼻
‐

は
品
①
ロ
》
切
麗
、
ｌ
隠
騨

ぜ
量
、
ぎ
ぎ
。
ミ
ミ
ミ
、
富
９
号
萱
偽
冒
旨
昌
創
笥
噂
電
言
烏
い

、
ミ
倉
ご
ａ
罰
．
弓
隠
扮
○
国
昌
少
切
縄
ｌ
旨
い

。
、
馬
惠
ａ
菖
守
堂
亀
＆
萱
．
剴
国
属
⑳
○
国
ｑ
・
鰐
の
．
］
己
１
局
少

ご
臼
胃
ご
茎
到
蒼
鈎
罫
劃
蚤
言
尉
晶
。
ｌ
鴎
．
弓
固
炭
印
○
国
９
回
印
旨
四
ｌ

昌
唾
吟
。

門
亀
畠
包
苓
鼠
静
め
《
ご
墓
、
抽
患
怠
○
費
之
。
、
哨
富
昌
含
惑
尉
○
電
。
、
塁
こ
い
嵐
、
○

く
４

国
ず
．
卸
い
］
閉
ｌ
］
寵
．

の
鴎
。
琶
冬
詩
今
蒼
包
陛
尽
碕
邑
冨
窩
、
恥
竜
專
嵜
畠
、
更
噌
ご
ａ
。
ご
遭
い
．
Ｐ
己
闇
臼
‐

鳴
Ｈ
号
毘
己
冨
］
・
‐
目
黒
．
園
］
閉
め
①
号
Ｈ
○
黒
の
胃
①
旨
冒
、
ｏ
茸
①
ロ
炉
］
Ｂ
‐

号
目
①
具
急
閉
・
ゞ
崗
・
ｇ
臼
．
胃
ｇ
〕
葛
５
口
肋
．
弓
ｌ
闇
．

ご
ｓ
睡
畠
計
夷
、
雪
き
め
§
言
い
烏
受
鞍
ご
畠
誉
闇
胃
碧
吻
房
詩
蒼
恥
．
ロ
の
具
‐

の
。
ｐ
①
シ
丙
四
９
艮
星
量
閉
．
園
胃
園
の
吋
冒
］
、
ぐ
Ｃ
昇
愚
需
巨
目
Ｑ
の
。
胃
罵
‐

３
口
》
国
①
津
司
酔
切
①
ユ
旨
．

閃
ミ
爵
ミ
軍
一
吻
閉
蟇
邑
言
罰
．
到
国
属
切
○
国
９
回
印
認
１
９
．

］
の
＄
堅
守
萱
＆
号
亀
§
ご
ｓ
‐
鱒
農
園
尉
邉
．
罰
、
邑
司
昌
塁
尊
悪
、
琴
邑
討
ｓ
墓
慧
苫
亀
、
倉
評
？

§
の
ぎ
ぎ
蕾
．
雪
間
属
の
○
切
昌
式
、
９
１
認
．

］
呂
娼
堅
守
ミ
包
琴
＆
葛
嵩
＆
‐
的
§
包
爵
蓋
．
円
筒
．
ｂ
詩
野
急
鳶
Ｏ
ミ
胃
意
苫
軽
守
雪
＆
》
国
費
苓
冨
‐

ミ
ミ
訂
．
急
圃
属
の
○
国
昌
鈩
の
＄
１
９
．

』
昏
言
ミ
ミ
の
ミ
ミ
ミ
．
口
恵
鴨
嚴
陸
中
宅
巳
洋
耐
ｏ
彦
①
巨
弓
Ｈ
ｏ
堂
①
Ｑ
の
吋

○
①
需
口
言
い
尋
冒
衿
里
①
口
．
同
旨
①
罷
毎
印
君
凹
巨
ぐ
○
昌
ぐ
○
梓
国
需
昌
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］
や
つ
ｍ

］
④
の
つ

旨
や
⑤
『

旨
の
『
つ

』
＠
ｍ
ｍ

い
』

号
吋
、
ｇ
昏
愚
、
尉
停
閏
○
黒
閏
月
旨
辱
勝
巳
５
口
ご
冒
吊
８
‐
嵐
Ｏ
Ｂ
邑
旨
‐

閉
］
○
口
）
弓
尉
ロ
》
い
巴
ｌ
臼
．

、
§
９
割
言
畠
員
葛
尋
爲
尋
含
．
夕
問
民
ｍ
ｏ
団
員
Ｐ
印
］
認
ｌ
圏
Ｐ

、

膿

く
１

罰
侭
言
さ
劃
言
忽
寒
・
ミ
急
言
と
目
尻
、
○
国
Ｑ
ご
ゞ
印
震
１
９
刃

、

閉
侭
琴
謹
薑
劃
富
国
色
、
○
量
亀
首
査
．
飴
ご
頁
穏
爵
慧
ご
巴
・
重
圃
尻
め
○
国
旦

巨
》
い
］
９
１
９
酌

』
阜
雷
詩
菖
ミ
詩
畠
豐
ミ
唾
諌
鴎
詩
富
岡
尋
恥
惹
惠
ご
墨
亀
暮
息
ミ
ミ
肉
色
ミ
ミ
ミ
了

ミ
劃
畠
の
割
○
騨
禺
Ｈ
・
鈩
〆
昌
呈
寓
閉
・
〕
口
冨
］
・
‐
冨
昇
．
〆
一
・
》
陸
簡
ロ
ロ
函
？

ず
目
．
‐
》
誤
要
嗣
④
ｐ
白
い
缶
ご
戸
》
罰
負
①
ロ
．
（
ぐ
偶
今
酌
①
口
匡
．
具
嵐
○
日
目
．

能
．
の
頁
四
○
房
ロ
ロ
．
嗣
口
岸
冒
の
ロ
の
陣
早
口
ロ
・
○
の
３
段
①
ロ
の
．
国
①
津
ｅ
・

、

淘
侭
雪
婁
劃
言
鯉
さ
這
亀
亀
．
盃
．
周
Ｓ
、
叶
い
時
蓉
菖
も
・
乏
騎
炭
、
○
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